
(57)【要約】

【課題】吸口３から収納室Ｒ内の粉体を吸引する如く構

成し、短時間で効率の良い粉体の吸引を行えるとともに

、構造も簡単であり、製造容易で安価に得られる吸引式

の粉体投与器を提案する。

【解決手段】基板30に凹設した収納皿部31の開口部を閉

塞して剥離可能に蓋板32を固着し且つ蓋板32を折り返し

可能に延設した粉体用容器４を、収納皿部31を収納室内

に収納して係止手段により係止し、折り返した蓋板32の

先端部を外方へ突出させて装着し、蓋板の引き出しによ

り収納皿部31の開口部を開放する如く構成した。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 本 体 2aと 蓋 体 2bと で 内 部 に 収 納 室 Ｒ を 画 成 す る と と も に 、 該 収 納 室 と 外 部 と を 連 通 す る
通 気 路 ｐ を 備 え た ケ ー ス ２ ， 2Aと 、 収 納 室 Ｒ と 連 通 す る 吸 口 ３ ， 3Aと を 備 え 、 該 吸 口 ３ ，
3Aか ら 収 納 室 Ｒ 内 の 粉 体 を 吸 引 す る 如 く 構 成 し た 吸 引 式 の 粉 体 投 与 器 で あ っ て 、 基 板 30に
凹 設 し た 収 納 皿 部 31の 開 口 部 を 閉 塞 し て 剥 離 可 能 に 蓋 板 32を 固 着 し 且 つ 蓋 板 32を 折 り 返 し
可 能 に 延 設 し た 粉 体 用 容 器 ４ ， 4Aを 、 収 納 皿 部 31を 収 納 室 Ｒ 内 に 収 納 し て 係 止 手 段 に よ り
係 止 し 、 且 つ 、 折 り 返 し た 蓋 板 32の 先 端 部 を ケ ー ス ２ ， 2A外 方 へ 突 出 さ せ て 装 着 し 、 蓋 板
32の 引 き 出 し に よ り 収 納 皿 部 31の 開 口 部 を 開 放 す る 如 く 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 吸 引 式
の 粉 体 投 与 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 蓋 板 32を 上 方 に 向 け て 前 記 収 納 室 Ｒ 内 に 前 記 粉 体 用 容 器 ４ を 収 納 係 止 さ せ る と と も
に 、 前 記 吸 口 ３ の 基 端 部 対 向 位 置 で 且 つ 係 止 さ れ た 収 納 皿 部 31の 上 方 に 前 記 通 気 路 ｐ が 開
口 す る 如 く 構 成 し て な る 請 求 項 １ 記 載 の 吸 引 式 の 粉 体 投 与 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 蓋 板 32を 下 方 に 向 け て 前 記 収 納 室 Ｒ 内 に 前 記 粉 体 用 容 器 4Aを 収 納 係 止 さ せ る と と も
に 、 前 記 収 納 皿 部 31下 方 の 収 納 室 Ｒ 内 に 吸 口 ３ 内 と 連 通 す る 粉 体 溜 ま り 用 の 凹 部 14を 設 け
、 且 つ 、 前 記 吸 口 3Aの 基 端 部 対 向 位 置 で 且 つ 粉 体 溜 ま り 用 の 凹 部 14上 方 に 前 記 通 気 路 ｐ を
開 口 さ せ て な る 請 求 項 １ 記 載 の 吸 引 式 の 粉 体 投 与 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 収 納 室 Ｒ と 吸 口 ３ ， 3A内 と の 境 に 複 数 の 透 孔 25を 備 え た 仕 切 壁 10を 設 け て な る 請 求
項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 吸 引 式 の 粉 体 投 与 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 吸 口 ３ ， 3A内 中 央 部 に 軸 線 に 沿 う 拡 散 棒 26を 設 け て な る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い
ず れ か に 記 載 の 吸 引 式 の 粉 体 投 与 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 吸 引 式 の 粉 体 投 与 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 薬 粉 の 投 与 方 法 と し て 、 カ プ セ ル 内 に 充 填 さ れ た 薬 粉 を 吸 引 式 の 投 与 器 具 に よ り 吸 入 す
る 方 法 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） が 提 案 さ れ て お り 、 或 い は ブ リ ス タ パ ッ ク に 収 納 し た
薬 粉 を 吸 入 式 投 薬 器 に よ り 吸 入 す る 方 法 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） が 提 案 さ れ て い る 。
　 　 　
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 者 は 、 粉 末 化 さ れ た 医 薬 の 投 与 器 具 で あ っ て 、 粉 末 化 医 薬 を 含 有 す る カ プ セ ル を 穿 孔
す る た め の 手 段 を 備 え た ハ ウ ジ ン グ と 、 カ プ セ ル を 収 容 す る の に 適 し 、 そ の 内 部 で カ プ セ
ル が 自 由 に 回 転 し て 、 粉 末 化 医 薬 を 放 出 す る こ と が 可 能 な 、 概 ね 円 筒 形 の 収 納 室 と 、 そ れ
を 通 過 し て 粉 末 化 医 薬 が 収 納 室 か ら 吸 引 さ れ る こ と が で き る 口 金 と か ら な り 、 前 記 収 納 室
に は 、 円 筒 形 の 側 壁 の 周 囲 に 間 隔 を 置 い て 、 ３ 個 の 空 気 イ ン レ ッ ト が 取 り 付 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 後 者 に は 、 膨 出 部 が 形 成 さ れ た 底 板 と 、 該 底 板 の 表 面 側 に 設 け ら れ 前 記 膨 出 部 を
閉 塞 し て 薬 粉 収 容 部 を 画 成 す る 蓋 板 と か ら な り 、 前 記 膨 出 部 を 貫 通 し て 穿 設 さ れ る 流 入 穴
と 流 出 穴 と の 間 に 絞 り 通 路 を 設 け た ブ リ ス タ パ ッ ク が 示 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の ブ リ ス タ
パ ッ ク を 使 用 す る 吸 引 式 投 薬 器 と し て 、 投 薬 器 本 体 の ホ ル ダ 装 着 溝 に 着 脱 可 能 に し て 回 転
可 能 に 円 板 状 の ホ ル ダ を 装 着 し 、 該 ホ ル ダ の 表 面 に 設 け た 嵌 合 凹 部 に ブ リ ス タ パ ッ ク を 装
着 す る 如 く 構 成 し 、 投 薬 器 本 体 に は 穴 あ け 具 を 押 し 込 み 可 能 に 設 け て お り 、 こ の 穴 あ け 具
に よ り 所 定 位 置 の ブ リ ス タ パ ッ ク を 破 断 す る 如 く 構 成 し 、 更 に 、 ブ リ ス タ パ ッ ク を 破 断 し
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た 破 断 部 分 と 連 通 す る 流 入 側 通 気 路 及 び 流 出 側 通 気 路 を 備 え 、 流 出 側 通 気 路 先 端 に 連 通 す
る 吸 入 口 か ら 吸 引 す る 如 く 構 成 し た も の が 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 平 ３ － ５ ０ ５ ６ ７ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ６ １ ７ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 し た 従 来 の カ プ セ ル 或 い は ブ リ ス タ パ ッ ク を 使 用 す る 投 与 器 具 或 い は 吸 引 式 投 薬 器
は 、 い ず れ も カ プ セ ル 或 い は ブ リ ス タ パ ッ ク を 穿 孔 す る こ と に よ り 開 封 し て 収 納 薬 粉 を 吸
引 す る 如 く 構 成 さ れ て い る 。 そ の た め 部 分 的 に し か 収 納 部 を 開 口 す る こ と が 出 来 ず 、 ま た
、 穿 孔 し た 部 分 の 壁 部 が 内 部 に バ リ 状 に 押 し 込 ま れ て そ れ ら が 薬 粉 の 吸 引 時 の 障 害 物 と な
っ て 収 納 薬 粉 の 吸 引 効 率 を 低 下 さ せ る 虞 れ が あ り 、 ま た 、 吸 引 効 率 を 高 め る た め に は 吸 引
時 間 を 長 く し な け れ ば な ら な い と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 し た 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 短 時 間 で 効 率 の 良 い 粉 体 の 吸 引 を 行 え る
吸 引 式 の 粉 体 投 与 器 を 提 案 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ り 、 ま た 、 そ の 構 造 も 簡 単 で あ
り 、 製 造 容 易 で 安 価 に 得 ら れ る 吸 引 式 の 粉 体 投 与 器 を 提 案 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 １ の 手 段 と し て 、 本 体 2aと 蓋 体 2bと で 内 部 に 収 納 室 Ｒ を 画 成 す る と と も に 、 該 収 納 室
と 外 部 と を 連 通 す る 通 気 路 ｐ を 備 え た ケ ー ス ２ ， 2Aと 、 収 納 室 Ｒ と 連 通 す る 吸 口 ３ ， 3Aと
を 備 え 、 該 吸 口 ３ ， 3Aか ら 収 納 室 Ｒ 内 の 粉 体 を 吸 引 す る 如 く 構 成 し た 吸 引 式 の 粉 体 投 与 器
で あ っ て 、 基 板 30に 凹 設 し た 収 納 皿 部 31の 開 口 部 を 閉 塞 し て 剥 離 可 能 に 蓋 板 32を 固 着 し 且
つ 蓋 板 32を 折 り 返 し 可 能 に 延 設 し た 粉 体 用 容 器 ４ ， 4Aを 、 収 納 皿 部 31を 収 納 室 Ｒ 内 に 収 納
し て 係 止 手 段 に よ り 係 止 し 、 且 つ 、 折 り 返 し た 蓋 板 32の 先 端 部 を ケ ー ス ２ ， 2A外 方 へ 突 出
さ せ て 装 着 し 、 蓋 板 32の 引 き 出 し に よ り 収 納 皿 部 31の 開 口 部 を 開 放 す る 如 く 構 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 ２ の 手 段 と し て 、 前 記 第 １ の 手 段 に 於 い て 、 前 記 蓋 板 32を 上 方 に 向 け て 前 記 収 納 室 Ｒ
内 に 前 記 粉 体 用 容 器 ４ を 収 納 係 止 さ せ る と と も に 、 前 記 吸 口 ３ の 基 端 部 対 向 位 置 で 且 つ 係
止 さ れ た 収 納 皿 部 31の 上 方 に 前 記 通 気 路 ｐ が 開 口 す る 如 く 構 成 し た 。 前 記 基 端 部 対 向 位 置
と は 吸 口 ３ を 形 成 す る 筒 部 の 基 端 開 口 面 と 対 峙 す る 位 置 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ３ の 手 段 と し て 、 前 記 第 １ の 手 段 に 於 い て 、 前 記 蓋 板 32を 下 方 に 向 け て 前 記 収 納 室 Ｒ
内 に 前 記 粉 体 用 容 器 4Aを 収 納 係 止 さ せ る と と も に 、 前 記 収 納 皿 部 31下 方 の 収 納 室 Ｒ 内 に 吸
口 3A内 と 連 通 す る 粉 体 溜 ま り 用 の 凹 部 14を 設 け 、 且 つ 、 前 記 吸 口 3Aの 基 端 部 対 向 位 置 で 且
つ 粉 体 溜 ま り 用 の 凹 部 14上 方 に 前 記 通 気 路 ｐ を 開 口 さ せ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ４ の 手 段 と し て 、 前 記 第 １ の 手 段 又 は 第 ２ の 手 段 又 は 第 ３ の 手 段 の い ず れ か の 手 段 に
於 い て 、 前 記 収 納 室 Ｒ と 吸 口 ３ ， 3A内 と の 境 に 複 数 の 透 孔 25を 備 え た 仕 切 壁 10を 設 け た 。
　 　 　
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ５ の 手 段 と し て 、 前 記 第 １ の 手 段 又 は 第 ２ の 手 段 又 は 第 ３ の 手 段 又 は 第 ４ の 手 段 の い
ず れ か の 手 段 に 於 い て 、 前 記 吸 口 ３ ， 3A内 中 央 部 に 軸 線 に 沿 う 拡 散 棒 26を 設 け た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 件 発 明 の 吸 引 式 の 粉 体 投 与 器 は 、 基 板 30に 凹 設 し た 収 納 皿 部 31の 開 口 部 を 閉 塞 し て 剥
離 可 能 に 蓋 板 32を 固 着 し 且 つ 蓋 板 32を 折 り 返 し 可 能 に 延 設 し た 粉 体 用 容 器 ４ ， 4Aを 、 収 納
皿 部 31を 収 納 室 Ｒ 内 に 収 納 し て 係 止 手 段 に よ り 係 止 し 、 且 つ 、 折 り 返 し た 蓋 板 32の 先 端 部
を ケ ー ス ２ ， 2A外 方 へ 突 出 さ せ て 装 着 し 、 蓋 板 32の 引 き 出 し に よ り 収 納 皿 部 31の 開 口 部 を
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開 放 す る 如 く 構 成 し た の で 、 従 来 品 の 如 く カ プ セ ル 等 の 粉 体 収 納 体 に 穿 孔 し て 開 封 す る も
の と 比 較 し て 、 短 時 間 で 効 率 良 く 収 納 粉 体 を 使 用 で き る 利 点 が あ る 。 ま た 、 そ の 粉 体 用 容
器 ４ ， 4Aの 取 り 付 け 及 び 開 封 も 容 易 で あ り 、 取 り 扱 い 上 も 極 め て 便 利 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 蓋 板 32を 上 方 に 向 け て 前 記 収 納 室 Ｒ 内 に 前 記 粉 体 用 容 器 ４ を 収 納 係 止 さ せ る
と と も に 、 前 記 吸 口 ３ の 基 端 部 対 向 位 置 で 且 つ 係 止 さ れ た 収 納 皿 部 31の 上 方 に 前 記 通 気 路
ｐ が 開 口 す る 如 く 構 成 す れ ば 、 空 気 の 流 れ が 収 納 皿 部 31内 の 粉 体 上 方 を 通 過 す る た め よ り
円 滑 な 吸 引 を 行 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 蓋 板 32を 下 方 に 向 け て 前 記 収 納 室 Ｒ 内 に 前 記 粉 体 用 容 器 4Aを 収 納 係 止 さ せ る
と と も に 、 前 記 収 納 皿 部 31下 方 の 収 納 室 Ｒ 内 に 吸 口 ３ 内 と 連 通 す る 粉 体 溜 ま り 用 の 凹 部 14
を 設 け 、 且 つ 、 前 記 吸 口 3Aの 基 端 部 対 向 位 置 で 且 つ 粉 体 溜 ま り 用 の 凹 部 14上 方 に 前 記 通 気
路 ｐ を 開 口 さ せ た 場 合 も 同 様 に 空 気 の 流 れ が 、 粉 体 溜 ま り 用 の 凹 部 14上 方 を 通 過 す る た め
円 滑 な 吸 引 を 行 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 収 納 室 Ｒ と 吸 口 ３ ， 3A内 と の 境 に 複 数 の 透 孔 25を 備 え た 仕 切 壁 10を 設 け た 場 合 に
は 、 粉 体 の 一 部 に 塊 が 生 じ て い た 場 合 で も 塊 を 粉 砕 し て 均 一 な 粉 体 と し て 吸 引 す る こ と が
で き 、 ま た 、 異 物 な ど が 混 入 し て い る 場 合 も 除 去 で き る 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 更 に 、 吸 口 ３ ， 3A内 中 央 部 に 軸 線 に 沿 う 拡 散 棒 26を 設 け た も の に あ っ て は 、 吸 口 ３ ， 3A
内 を 通 過 す る 粉 体 が よ り 分 散 さ れ て よ り 均 一 な 粉 体 の 吸 引 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ 乃 至 図 ４ は 本 発 明 の 吸 引 式 の 粉 体 投 与 器 １ の 一 例 を 示 す も の で 、 該 粉 体 投 与 器 １ は
、 ケ ー ス ２ と 、 吸 口 ３ と を 備 え て い る 。 ま た 、 ４ は 該 粉 体 投 与 器 １ に 使 用 す る 粉 体 用 容 器
を 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ケ ー ス ２ は 、 本 体 2aと 蓋 体 2bと で 内 部 に 収 納 室 Ｒ を 画 成 す る と と も に 、 該 収 納 室 Ｒ と 外
部 と を 連 通 す る 通 気 路 ｐ を 備 え て い る 。 本 体 2aは 、 仕 切 壁 10の 後 面 下 部 よ り 後 方 へ 延 設 し
た 下 端 開 放 の 箱 型 を な し て お り 、 頂 面 の 中 央 部 に 球 面 状 の 嵌 合 凹 部 11を 凹 設 し 、 そ の 後 方
に 四 角 形 状 の 係 止 凹 部 12を 凹 設 し て い る 。 更 に 一 側 面 に は 係 止 突 起 13を 突 設 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 蓋 体 2bは 中 空 箱 型 を な す と と も に 、 本 体 2aの 側 面 上 部 に ヒ ン ジ 20を 介 し て 側 面 下 部 を 回
動 可 能 に 連 結 し て 本 体 2aの 上 面 を 開 閉 可 能 に 設 け て お り 、 ヒ ン ジ 20の 反 対 側 に は 、 内 面 に
係 合 突 起 21を 突 設 し た 係 合 板 を 突 設 し 、 前 記 係 合 突 起 21を 前 記 係 止 突 起 13と 係 脱 可 能 に 係
合 さ せ て 閉 蓋 状 態 を 維 持 す る 如 く 構 成 し て い る 。 ま た 、 下 面 の 前 端 縁 中 央 部 か ら 後 方 へ 平
面 視 半 楕 円 形 状 の 凹 部 22を 凹 設 し 、 該 凹 部 22と そ の 下 方 の 嵌 合 凹 部 11を 含 む ケ ー ス 本 体 2a
上 面 と で 収 納 室 Ｒ を 形 成 し て い る 。 ま た 、 嵌 合 凹 部 11の 後 部 上 方 に 一 端 を 開 口 し て 通 気 路
ｐ を 設 け て い る 。 こ の 開 口 部 分 は 蓋 体 2b底 面 に 設 け た 複 数 の 透 孔 23と し て 構 成 し て お り 、
通 気 路 ｐ の 他 端 開 口 部 分 は 蓋 体 2bの 後 面 に 設 け た 透 孔 24と し て 構 成 し て い る 。 従 っ て 、 通
気 路 ｐ は 透 孔 24か ら 蓋 体 2b内 を 通 り 透 孔 23を 介 し て 、 外 部 と 収 納 室 Ｒ と を 連 通 さ せ て い る
。 尚 、 蓋 体 2bは 下 面 を 形 成 す る 部 分 を 別 部 材 で 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 吸 口 ３ は 前 記 仕 切 壁 10の 前 面 よ り 前 方 へ 突 設 し た 筒 状 を な し 、 そ の 基 端 部 を 収 納 室 Ｒ 内
と 連 通 さ せ て い る 。 図 示 例 で は 仕 切 壁 10に 複 数 の 透 孔 25を 設 け て 連 通 さ せ て い る 。 こ の 部
分 の 仕 切 板 に 代 え て メ ッ シ ュ を 調 節 し て も 良 い 。 ま た 、 吸 口 ３ 内 中 央 部 に 軸 線 に 沿 う 拡 散
棒 26を 設 け て い る 。 こ の 拡 散 棒 26は 前 後 方 向 中 央 部 の 左 右 に そ れ ぞ れ 山 型 の 突 部 26a を 突
設 し て 、 粉 体 の 流 れ を 拡 散 す る 如 く 構 成 し て お り 、 突 部 26a の 突 出 位 置 或 い は 数 は 適 宜 選
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択 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 上 下 に 突 出 し て も 良 く 、 或 い は 上 下 左 右 に 突 出 し て も 良 い 。
　 　 　
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 粉 体 用 容 器 ４ は 、 基 板 30に 凹 設 し た 収 納 皿 部 31の 開 口 部 を 閉 塞 し て 剥 離 可 能 に 蓋 板 32を
固 着 し 、 蓋 板 32を 折 り 返 し 可 能 に 延 設 し て い る 。 基 板 30及 び 蓋 板 32は 、 合 成 樹 脂 の 単 独 フ
ィ ル ム 又 は シ ー ト 或 い は 合 成 樹 脂 の 積 層 フ ィ ル ム 又 は シ ー ト 或 い は 合 成 樹 脂 と 金 属 と の 積
層 フ ィ ル ム 又 は シ ー ト 等 に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。 図 示 例 で は 、 基 板 30は 縦 長 矩 形 状
を な し 、 中 央 部 に 半 球 状 の 収 納 皿 部 31を 凹 設 し て お り 、 そ の 後 方 位 置 に 陥 没 状 態 で 平 面 視
四 角 形 状 の 係 合 凸 部 33を 突 設 し て い る 。 ま た 、 蓋 板 32は 、 前 記 収 納 皿 部 31の 開 口 部 を 閉 塞
し て 基 板 30上 面 に 剥 離 可 能 に 固 着 さ せ て お り 、 ま た 、 先 端 部 を 折 り 返 し 可 能 に 延 設 し て い
る 。 図 示 例 で は 基 板 30の 上 面 の 先 端 部 を 除 い た 部 分 に 蓋 板 32を 剥 離 可 能 に 固 着 さ せ て い る
。 そ し て 、 図 ６ に 示 す 如 く 、 固 着 部 分 の 先 端 縁 よ り 後 方 へ 蓋 板 32を 折 り 返 し た 際 に 基 板 30
後 端 縁 よ り 後 方 へ 所 定 の 長 さ 突 設 す る 如 く 構 成 し て い る 。 こ こ で い う 所 定 の 長 さ は 、 粉 体
投 与 器 １ に 装 着 し た 際 に 先 端 部 が 引 っ 張 り 可 能 に 突 出 す る 程 度 を い う 。 尚 、 図 中 40は キ ャ
ッ プ を 示 し 、 吸 口 ３ 外 周 基 端 部 の 大 径 部 分 外 周 に 開 口 部 を 着 脱 可 能 に 嵌 合 さ せ て 吸 口 ３ を
被 覆 す る 如 く 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の 如 く 構 成 し た 吸 引 式 の 粉 体 投 与 器 １ を 使 用 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る と 、 ま ず 、
粉 体 投 与 器 １ の 蓋 体 2bを あ け て 粉 体 用 容 器 ４ を 装 着 す る 。 粉 体 用 容 器 ４ は 、 蓋 板 2bを 折 り
返 し た 状 態 で そ の 収 納 皿 部 31を 本 体 2aの 嵌 合 凹 部 11に 挿 入 或 い は 嵌 合 さ せ る と と も に 、 係
合 凸 部 33を 係 止 凹 部 12に 嵌 合 さ せ て 設 置 す る 。 次 い で 蓋 体 2bを 閉 じ 、 そ の 係 合 突 起 21を 係
止 突 起 13に 係 合 さ せ る 。 こ の 際 蓋 板 2bの 先 端 部 は ケ ー ス ２ 外 方 に 突 設 し て い る 。 次 に 、 ケ
ー ス ２ か ら 突 出 し た 部 分 の 蓋 板 32を 引 っ 張 る と 、 固 着 部 分 が 剥 離 し て 蓋 板 32が 基 板 30か ら
剥 が れ 、 取 り 除 く こ と が で き 、 そ の 際 図 ３ に 示 す 如 く 収 納 皿 部 31の 上 端 開 口 部 が 開 放 さ れ
る 。 尚 、 蓋 板 2bは 前 記 し た 如 く フ ィ ル ム 或 い は シ ー ト 等 で 形 成 さ れ た 薄 肉 の も の で あ る た
め 、 本 体 2aと 蓋 体 2bと の 間 に 隙 間 が な く て も 引 き 出 す こ と は 可 能 で あ る が 、 必 要 で あ れ ば
、 蓋 板 2bを 通 す 小 間 隙 を 本 体 2a及 び ／ 又 は 蓋 体 2bを 凹 ま す こ と に よ り 形 成 し て も 良 い 。 次
い で 、 キ ャ ッ プ 40を 外 し た 後 吸 口 ３ を 口 に 含 ん で 吸 い 込 め ば 、 外 気 が 通 気 路 ｐ を 通 り 収 納
室 Ｒ 内 に 導 入 さ れ る と と も に 、 収 納 室 Ｒ 内 の 粉 体 を 各 透 孔 25を 介 し て 吸 口 ３ 内 を 通 り 、 吸
引 す る こ と が で き る 。 使 用 後 は 蓋 体 2bを 開 い て 残 っ た 基 板 30を 取 り 除 く 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ７ 乃 至 図 10は 他 の 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 本 例 で は 粉 体 用 容 器 4Aを 、 そ の 蓋 板 32が 下
方 を 向 く 如 く 収 納 室 Ｒ 内 に 収 納 係 止 さ せ た 形 態 の も の で あ る 。 本 例 に 於 け る ケ ー ス 2Aも 本
体 2Aa と 蓋 体 2Ab と か ら な り 、 本 体 2Aa は 、 仕 切 壁 10の 裏 面 下 部 よ り 後 方 へ 突 設 し た 中 空
箱 型 で 、 頂 面 の 中 央 部 に は 平 面 視 四 角 形 状 の 粉 体 溜 ま り 用 の 凹 部 14を 凹 設 し 、 そ の 前 部 に
は 粉 体 溜 ま り 用 の 凹 部 14と 連 設 し て 粉 体 溜 ま り 用 の 凹 部 14よ り 浅 い 平 面 視 台 形 状 の 連 結 凹
部 15を 設 け て お り 、 こ の 連 結 凹 部 15と 粉 体 溜 ま り 用 の 凹 部 １ ４ 及 び 蓋 体 2Aa 内 部 と で 収 納
室 Ｒ を 構 成 し て い る 。 ま た 、 収 納 室 Ｒ は 仕 切 壁 10に 設 け た 多 数 の 透 孔 25を 介 し て 吸 口 3A内
と 連 通 さ せ て い る 。 ま た 、 粉 体 溜 ま り 用 の 凹 部 14の 後 壁 部 分 に は 通 気 路 の 一 端 を 透 孔 16と
し て 開 口 し て お り 、 こ の 通 気 路 ｐ は 各 凹 部 の 下 方 を 通 り 、 本 体 下 面 先 端 部 に 透 孔 17と し て
他 端 を 開 口 し て い る 。 こ の 場 合 の 本 体 2Aa は 頂 面 を 形 成 す る 部 分 を 別 部 材 で 構 成 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 蓋 体 2Ab は 図 １ の 例 と 同 様 に ヒ ン ジ 20を 介 し て 開 閉 可 能 に 本 体 2Aa に 連 結 し て お り 、 前
面 及 び 下 面 を 開 放 し た 箱 型 を な し て お り 、 頂 壁 の 中 央 部 に は 粉 体 用 容 器 4Aの 底 部 が 嵌 合 す
る 上 方 へ 突 設 す る 凹 み 27を 設 け て お り 、 そ の 前 部 の 頂 壁 裏 面 か ら は 一 対 の 係 止 筒 28を 垂 設
し て い る 。 ま た 、 吸 口 3Aは 図 １ の 例 と 同 様 に 仕 切 壁 10の 前 面 よ り 前 方 へ 突 設 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 例 に 於 け る 粉 体 用 容 器 4Aは 、 前 記 粉 体 溜 ま り 用 の 凹 部 14及 び 連 結 凹 部 15周 囲 の 本 体 2A
a 頂 面 に 当 接 載 置 さ れ る 大 き さ の 矩 形 状 の 基 板 30を 備 え 、 基 板 30の 中 央 部 に は 半 球 状 の 収
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納 皿 部 31を 凹 設 し て い る 。 ま た 、 収 納 皿 部 31の 前 方 に は 一 対 の 嵌 合 孔 34を 穿 設 し て い る 。
蓋 板 32は 、 基 板 30よ り 横 幅 が 短 い 縦 長 矩 形 状 を な し て お り 、 収 納 皿 部 31の 開 口 部 を 閉 塞 し
て 基 板 30上 面 に 左 右 方 向 中 央 部 に 剥 離 可 能 に 固 着 さ せ て い る 。 ま た 、 先 端 部 を 折 り 返 し 可
能 に 延 設 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 例 の 場 合 に は 、 キ ャ ッ プ 40は 吸 口 3Aを 被 覆 し て そ の 基 端 部 を 本 体 2Aa 及 び 蓋 体 2Ab の
前 端 部 外 周 に 着 脱 可 能 に 嵌 合 さ せ て お り 、 そ の 際 、 通 気 路 ｐ の 透 孔 17を 閉 塞 す る 如 く 構 成
し て い る 。 ま た 、 吸 口 3Aに 外 気 導 入 孔 41を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 例 の 吸 引 式 の 粉 体 投 与 器 １ を 使 用 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る と 、 ま ず 、 粉 体 投 与 器 １
の 蓋 体 2Ab を あ け て 粉 体 用 容 器 4Aを 装 着 す る 。 粉 体 用 容 器 4Aは 、 例 え ば 、 蓋 板 32を 折 り 返
し た 状 態 で 、 各 嵌 合 孔 34を 蓋 体 2Ab の 係 止 筒 28に 先 端 部 に 嵌 合 し 、 そ の 底 部 を 前 記 凹 み 27
に 位 置 さ せ て 蓋 体 2Ab に 装 着 し た 後 蓋 体 2Ab を 閉 じ る こ と に よ り 、 蓋 板 32を 下 方 を 向 け た
状 態 で 装 着 す る 。 こ の 際 、 収 納 皿 部 31の 下 方 に 粉 体 溜 ま り 用 の 凹 部 14が 位 置 す る 。 次 に 、
ケ ー ス 2Aか ら 突 出 し た 部 分 の 蓋 板 32を 引 っ 張 る と 、 固 着 部 分 が 剥 離 し て 蓋 板 32が 基 板 30か
ら 剥 が れ 、 取 り 除 く こ と が で き 、 そ の 際 図 ９ に 示 す 如 く 収 納 皿 部 31内 の 粉 体 が 粉 体 溜 ま り
用 の 凹 部 14内 に 落 下 す る 。 次 い で 、 キ ャ ッ プ 40を 外 し た 後 吸 口 3Aを 口 に 含 ん で 吸 い 込 め ば
、 外 気 が 通 気 路 ｐ を 通 り 収 納 室 Ｒ 内 に 導 入 さ れ る と と も に 、 収 納 室 Ｒ 内 の 粉 体 を 各 透 孔 25
を 介 し て 吸 口 3A内 を 通 り 、 吸 引 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 粉 体 投 与 器 の 開 蓋 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ２ 】 本 発 明 粉 体 投 与 器 の 縦 断 面 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ３ 】 本 発 明 粉 体 投 与 器 の 開 封 状 態 の 縦 断 面 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ４ 】 本 発 明 投 与 器 に 使 用 す る 粉 体 用 容 器 の 平 面 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ５ 】 本 発 明 投 与 器 に 使 用 す る 粉 体 用 容 器 の 斜 視 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ６ 】 本 発 明 投 与 器 に 使 用 す る 粉 体 用 容 器 の 蓋 板 折 り 返 し 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。 （ 実 施
例 １ ）
【 図 ７ 】 本 発 明 粉 体 投 与 器 の 開 蓋 状 態 の 平 面 図 で あ る 。 （ 実 施 例 ２ ）
【 図 ８ 】 本 発 明 粉 体 投 与 器 の 縦 断 面 図 で あ る 。 （ 実 施 例 ２ ）
【 図 ９ 】 本 発 明 粉 体 投 与 器 の 開 封 状 態 の 要 部 拡 大 縦 断 面 図 で あ る 。 （ 実 施 例 ２ ）
【 図 １ ０ 】 本 発 明 投 与 器 に 使 用 す る 粉 体 用 容 器 の 斜 視 図 で あ る 。 （ 実 施 例 ２ ）
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 　 ２ ， 2A… ケ ー ス ， 2a， 2Aa … 本 体 ， 2b， 2Ab … 蓋 体 ， ３ ， 3A… 吸 口 ，
　 　 ４ ， 4A… 粉 体 用 容 器 ， 10… 仕 切 壁 ， 14… 粉 体 溜 ま り 用 の 凹 部 ， 25… 透 孔 ，
　 　 26… 拡 散 棒 ， 30… 基 板 ， 31… 収 納 皿 部 ， 32… 蓋 板 ， Ｒ … 収 納 室 ， ｐ … 通 気 路 　 　 　 　
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